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今
年
の
地
公
退
・
自
治
退
合
同
幹
部
学
習
会
は
、
一
月
二
一
日
に
例
年
と
同

じ
箱
根
湯
本
の
ホ
テ
ル
箱
根
路
開
雲
（
元
東
京
都
共
済
保
養
所
）
で
、
地
公
退

役
員
と
日
退
連
・
都
市
交
退
・
全
水
道
退
・
都
退
協
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
六
～
一
〇

人
、
自
治
退
か
ら
自
治
退
役
員
を
中
心
に
す
る
四
〇
人
の
合
計
八
〇
人
が
参
加

し
た
。
今
年
は
、
昨
年
一
一
月
に
最
終
報
告
を
出
し
た
社
会
保
障
国
民
会
議
に

参
加
し
た
権
丈
善
一
慶
応
大
学
教
授
か
ら
「
社
会
保
障
国
民
会
議
の
報
告
」
と

い
う
講
演
を
受
け
た
。
社
会
保
障
国
民
会
議
は
、
福
田
前
首
相
の
肝
い
り
で
昨

年
一
月
に
設
置
さ
れ
、
福
田
辞
任
後
も
会
の
論
議
が
続
け
ら
れ
一
一
月
最
終
報

告
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
、
「
社
会
保
障
の
機
能
強
化
」
と
い
う
基
本
方

向
を
打
ち
出
し
、
最
近
財
界
が
声
高
に
主
張
し
始
め
た
「
基
礎
年
金
の
完
全
税

方
式
化
論
」
に
は
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
試
算
で
示
す
な
ど
、
政
府
や

財
界
の
思
惑
と
は
違
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
学
習
会
で
は
、
は
じ
め
に
眞
柄
会
長
が
年
頭
挨
拶
を
行
い
、
講
演
の

後
に
川
端
事
務
局
長
が
「
地
公
退
と
し
て
、
総
選
挙
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え

つ
つ
、
退
職
者
連
合
が
提
起
す
る
『
介
護
保
険
料
・
所
得
税
・
住
民
税
・
国
民

健
保
料
の
天
引
き
を
口
座
振
替
方
式
と
の
選
択
制
に
改
め
よ
』
の
運
動
を
積
極

的
に
推
進
し
よ
う
」
と
地
公
退
の
当
面
の
方
針
を
提
起
し
た
。

麻
生
内
閣
の
居
座
り
を
許
す
な

麻
生
内
閣
の
居
座
り
を
許
す
な  

――  

眞
柄
会
長
が
決
意

眞
柄
会
長
が
決
意

　

眞
柄
地
公
退
会
長
は
、
こ
の
合
同
学
習
会
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
年
頭
の
決
意
を

表
明
し
た
。

　

「
先
日
、
野
党
提
出
の
解
散
決
議
案
に
賛
成
し
自
民
党
を
離
党
し
た
渡
辺
元

行
革
大
臣
が
『
国
民
運
動
を
起
こ
す
』
と
い
っ
た
が
、
野
党
こ
そ
が
『
国
会
解

散
・
麻
生
自
公
政
権
打
倒
』
の
大
国
民
運
動
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。
国
会
の
中

で
も
、
一
月
末
か
ら
は
じ
ま
る
今
年
度
の
本
予
算
案
審
議
で
、
深
刻
な
状
況
の

雇
用
問
題
や
麻
生
首
相
自
身
の
無
能
・
無
責
任
・
揺
れ
続
け
る
政
策
の
基
本
方

向
な
ど
を
し
っ
か
り
取
り
上
げ
て
緊
迫
し
た
状
況
を
作
り
国
会
解
散
に
追
い
込

む
野
党
の
攻
勢
を
期
待
し
て
い
る
。
麻
生
首
相
自
身
は
七
月
に
開
か
れ
る
ロ
ン

ド
ン
サ
ミ
ッ
ト
に
出
た
が
っ
て
お
り
九
月
の
衆
議
院
の
任
期
一
杯
ま
で
居
座
ろ

基
礎
年
金
の
完
全
税
方
式
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に

基
礎
年
金
の
完
全
税
方
式
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に

地
公
退

地
公
退
・・
自
治
退
合
同
学
習
会
開
か
れ
る

自
治
退
合
同
学
習
会
開
か
れ
る

う
と
し
て
い
る
。

　

世
論
の
六
～
七
〇
％
が
反
対
を

し
て
い
る
定
額
給
付
金
支
給
を
与

党
は
遮
二
無
二
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
支
給
実

施
を
丸
投
げ
さ
れ
た
自
治
体
の
手

数
は
大
変
な
も
の
だ
。
お
金
が
届

く
の
は
六
～
七
月
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
要
す

る
費
用
は
二
兆
円
と
い
わ
れ
配
布

事
務
手
数
料
も
一
千
億
円
近
く
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ

け
の
財
源
を
、
雇
用
の
緊
急
対
策

に
投
入
す
る
べ
き
だ
。
大
企
業
が

主
導
す
る
ク
ビ
き
り
に
対
し
、
県

市
町
村
が
臨
時
職
員
募
集
な
ど
の

雇
用
拡
大
を
図
っ
て
い
る
が
国
は
知
ら
ぬ
顔
だ
。

　

昨
年
実
施
が
強
行
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
退
職
者
連
合

は
団
体
署
名
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
を
し
た
が
、
廃
止
法
案
は
衆
議
院
で
た
な

晒
し
と
な
っ
た
ま
ま
だ
。
舛
添
厚
労
大
臣
の
『
七
五
歳
見
直
し
』
発
言
も
ど
こ

か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
議
論
が
深
め
ら
れ
る
べ
き
消
費
税
引
上
げ
も
三
年
後

と
明
言
す
べ
き
か
ど
う
か
の
与
党
内
の
や
り
取
り
で
終
わ
り
そ
う
だ
。

　

選
挙
を
意
識
し
た
今
回
の
国
会
で
は
、
昨
年
の
医
療
制
度
問
題
の
よ
う
に
わ

れ
わ
れ
退
職
者
の
具
体
的
な
運
動
課
題
を
絞
り
に
く
い
。
退
職
者
連
合
で
は
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
四
〇
歳
の
加
入
・
六
五
歳
の
適
用
の
裾
野
を
広
げ
る

こ
と
と
保
険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
『
選
択
制
』
に
変
更
す
る
よ
う
政

府
・
自
治
体
な
ど
に
働
き
か
け
る
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
地
公

退
も
、
こ
れ
に
応
え
た
運
動
推
進
と
、
『
麻
生
政
権
居
座
り
反
対
・
解
散
総
選

挙
』
の
運
動
を
現
職
と
協
力
し
て
全
力
を
挙
げ
て
行
き
た
い
。
」

　

厚
生
労
働
省
は
一
月
三
〇
日
に
平
成
二
一
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て
前
年
と

同
額
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
基
礎
に
な
っ
た
の
は
総
務
省
が
同
日
発
表
し
た
平
成
二
〇
年
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
変
動
率
で
、
一
・
四
％

で
あ
っ
た
（
総
務

省
は
例
年
原
則
と
し
て
一
月
二
六
日
の
属
す
る
週
の
金
曜
日
に
こ
の
デ
ー
タ
を

公
表
す
る
慣
行
と
な
っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の
年
金
額
発
表
も
こ
の
日
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
）
。

　

一
方
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
（
平
成
一
七
年
度
か
ら
一
九
年
度
の
実
質

賃
金
変
動
率
等
を
基
に
算
出
）
は
〇
・
九
％

で
、
消
費
者
物
価
上
昇
を
下

回
っ
た
。
こ
の
場
合
、
地
公
退
ニ
ュ
ー
ス
№
87
で
既
報
の
と
お
り
年
金
額
改
定

は
低
い
ほ
う
の
賃
金
変
動
率
で
改
定
す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
お
り
〇
・
九
％

が
今
年
改
定
を
必
要
と
す
る
高
さ
と
な
る
。

　

し
か
し
、
九
九
年
か
ら
〇
一
年
ま
で
の
間
に
物
価
が
下
が
っ
た
が
年
金
を
据

え
置
い
た
特
例
分
一
・
七
％
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
）

を
吸
収
し
終
え
て
か

ら
実
際
の
改
定
を
す
る
と
い
う
定
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
年
金
引
き
上

げ
は
な
い
。
い
わ
ば
、
一
・
七
％
の
貸
し
の
う
ち
〇
・
九
％
を
取
り
返
し
、
あ

と
〇
・
八
％
の
貸
し
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
政
府
側
の
整
理
で
あ
る
。
退
職
者

連
合
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
の
廃
止
を
要
求
し
て
い
る
が
、
今
年
は
実
現
せ
ず

物
価
上
昇
が
あ
っ
て
も
年
金
の
引
き
上
げ
は
な
い
と
い
う
発
表
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
適
用
の
有
無
が
注
目
さ
れ
た
「
給
付
額
抑
制
の
手
段
で
あ
る
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
よ
る
調
整
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
が
解
消
さ
れ
て
か
ら
発

動
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
〇
九
年
度
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

物
価
上
昇
で
も
本
年
度
の
年
金
額
は
上
が
ら
ず

物
価
上
昇
で
も
本
年
度
の
年
金
額
は
上
が
ら
ず

――  

物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
と
相
殺

物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
と
相
殺  

――
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基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
は
企
業
負
担
の
肩
代
わ
り

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
は
企
業
負
担
の
肩
代
わ
り

　
　
　
　

権
丈
善
一
教
授
の
講
演
（
要
旨
）

　

小
泉
「
改
革
」
は
医
療
な
ど
の
崩
壊
を
招
い
た

小
泉
「
改
革
」
は
医
療
な
ど
の
崩
壊
を
招
い
た

　

二
〇
〇
六
年
六
月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
当
時
の
小
泉
首
相
は
「
『
税

負
担
を
増
や
し
て
も
必
要
な
政
策
を
や
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
声
が
出
る
ま
で

歳
出
は
切
り
詰
め
る
だ
け
切
り
詰
め
る
」
と
発
言
し
た
。
小
泉
「
改
革
」
の
本

質
を
表
し
た
発
言
だ
。
深
刻
な
医
師
不
足
な
ど
の
医
療
の
危
機
、
介
護
福
祉
職

員
の
低
劣
な
労
働
条
件
や
人
手
不
足
な
ど
の
介
護
制
度
の
危
機
が
、
進
行
し
て

き
た
。
一
昨
年
の
参
院
選
で
の
与
党
の
敗
北
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
へ
の
批
判

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

社
会
保
障
制
度
の
充
実
は
、
社
会
・
経
済
の
安
定
的
発
展
の
た
め
に
絶
対
必

要
な
こ
と
で
あ
り
、
国
に
固
有
の
財
産
が
あ
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
国
民
は
税

や
保
険
料
な
ど
の
「
代
金
」
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
日
本
は
、
「
代
金
」
を

払
っ
て
い
る
順
番
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ
、
韓
国

（
い
ず
れ
も
高
齢
化
の
状
況
が
日
本
の
一
九
六
〇
年
代
の
状
況
）
に
つ
い
で
下

か
ら
四
番
目
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
小
泉
内
閣
が
「
小
さ
な
政
府
（
低
い
『
代

金
』
）
」
で
今
日
の
社
会
保
障
の
危
機
を
促
進
し
た
。

　

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
案
と
は

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
案
と
は

　

昨
年
一
月
に
福
田
首
相
の
肝
入
り
で
つ
く
ら
れ
た
社
会
保
障
国
民
会
議
に
、

自
民
党
な
ど
の
社
会
保
障
政
策
を
批
判
し
て
き
た
私
が
自
公
両
党
か
ら
の
推
薦

で
入
っ
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
が
社
会
保
障
制
度
の
持
続
性
を
強
調
し

て
制
度
を
収
縮
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
制
度
の
機
能
強
化
に
転
換
す
る

こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
上
で
、
基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
の
三
案
に
つ
い

て
の
試
算
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
す
る
こ
と
を
提
案
し
そ
れ
が
実
現
し
た
。

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
と
は
、
国
民
年
金
・
被
用
者
年
金
共
通
の
基
礎
年

金
部
分
を
全
額
国
庫
負
担
に
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料
未
払
い
問
題
を
な
く
し

国
民
全
部
が
保
険
料
を
別
に
払
わ
な
く
と
も
基
礎
年
金
の
受
給
者
に
な
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
案
は
、
そ
れ
ま
で
の
民
主
党
や
連
合
の
主
張
と
は
別

に
、
一
昨
年
一
〇
月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
経
団
連
代
表
が
提
唱
し
始
め
、

一
部
自
民
党
議
員
や
日
本
経
済
新
聞
が
声
を
大
に
し
て
主
張
し
は
じ
め
た
。

　

こ
の
案
に
よ
れ
ば
、
基
礎
年
金
分
の
保
険
料
（
現
制
度
で
は
、
国
民
年
金
は

本
人
負
担
の
み
、
被
用
者
年
金
は
本
人
と
企
業
が
折
半
負
担
）
は
ゼ
ロ
に
な
り
、

全
額
が
税
金
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
年
金
制
度
出
発
時
か
ら
税
方
式
で

あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
以
外
で
は
、
保
険

料
方
式
か
ら
税
方
式
に
移
行
し
た
国
は
な
い
。
わ
が
国
で
現
在
の
保
険
料
方
式

か
ら
完
全
税
方
式
に
移
行
す
る
に
は
、
税
方
式
へ
の
移
行
後
の
基
礎
年
金
給
付

に
つ
い
て
、
移
行
以
前
の
保
険
料
の
納
付
者
と
未
納
者
と
の
受
給
権
の
差
異
を

ど
の
よ
う
に
処
置
す
る
か
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
三
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
方
式 

― 

過
去
の
保
険
料
納
付
実
績
に
つ
い
て
は
無
視
し
全
員
の
基
礎
年
金

の
満
額
六
・
六
万
円
支
給
を
行
う
。
（
保
険
料
納
入
者
と
未
納
者
と
に
、
納

入
者
の
受
給
権
を
無
視
す
る
と
い
う
重
大
な
不
公
平
が
生
じ
る
。
）

Ｂ
方
式 

― 

過
去
の
保
険
料
未
納
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
分
の
税
方
式

の
基
礎
年
金
給
付
を
減
額
す
る
。
（
基
礎
年
金
を
全
員
に
給
付
と
い
う
制
度

の
改
定
の
目
的
か
ら
外
れ
無
年
金
者
が
出
る
。
「
何
の
た
め
の
税
方
式
？
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
）

Ｃ
方
式 

― 

過
去
の
保
険
料
納
付
期
間
に
関
わ
る
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間

分
を
税
方
式
の
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
。
（
税
で
の
負
担
が
膨

大
と
な
る
。
）

　

完
全
税
方
式
は
国
民
の
大
き
な
負
担
増
と
な
る

完
全
税
方
式
は
国
民
の
大
き
な
負
担
増
と
な
る　

　

Ａ
方
式
に
〇
九
年
度
か
ら
移
行
す
る
と
、
一
四
兆
円
の
増
税
が
必
要
（
法
定

通
り
国
庫
負
担
を
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
る
た

め
の
二
・
三
兆
円
は
別
に
必
要
）
で
、
消
費
税

率
に
換
算
す
る
と
五
％
に
相
当
す
る
。

　

Ｂ
方
式
で
も
、
九
兆
円
（
消
費
税
率
換
算
で

三
・
五
％
）
の
増
税
が
必
要
。

　

Ｃ
方
式 

― 

加
算
額
を
保
険
料
相
当
の
二
分

の
一
の
三
・
三
万
円
と
し
て
も
、
二
四
兆
円
（
消
費
税
率
換
算
で
八
・
五
％
）

の
増
税
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
試
算
結
果
、
三
方
式
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
基
礎

年
金
財
源
と
な
る
消
費
税
増
税
額
が
基
礎
年
金
の
保
険
料
減
少
額
を
大
幅
に
上

回
り
、
月
々
数
千
円
～
二
万
円
超
の
負
担
増
と
な
る
。
ま
た
、
す
で
に
保
険
料

を
払
い
終
わ
っ
て
い
る
人
や
年
金
受
給
者
も
消
費
税
増
税
分
だ
け
新
た
な
負
担

増
（
消
費
税
率
三
・
五
％
の
引
上
げ
）
と
な
り
そ
の
分
は
保
険
料
の
追
加
二
重

支
払
い
に
な
る
。
さ
ら
に
、
消
費
税
の
上
げ
幅
が
小
さ
い
Ｂ
方
式
で
も
未
納
未

加
入
者
の
多
く
は
、
給
付
ゼ
ロ
か
低
額
と
な
り
抜
本
的
に
は
救
わ
れ
な
い
ま
ま
、

逆
に
消
費
税
引
き
上
げ
分
だ
け
負
担
増
を
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
未
納
未
加

入
者
の
完
全
解
消
に
は
最
短
六
五
年
は
か
か
る
。

　

未
納
未
加
入
の
増
加
は
制
度
破
綻
に
つ
な
が
ら
な
い

未
納
未
加
入
の
増
加
は
制
度
破
綻
に
つ
な
が
ら
な
い

　

「
未
納
未
加
入
の
増
加
で
年
金
財
政
は
破
綻
す
る
」
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
嘘
で
あ
る
。
給
付
に
必
要
な
保
険
料
は
そ
の
年
度
に

集
ま
ら
な
く
て
も
年
金
積
立
金
の
取
り
崩
し
で
充
当
さ
れ
る
一
方
、
未
納
未
加

入
者
に
は
将
来
年
金
給
付
を
し
な
い
た
め
、
年
金
財
政
面
か
ら
見
れ
ば
マ
イ
ナ

ス
に
は
な
ら
な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
現
行
制
度
の
国
庫
負
担
分
は
、
未
納
未

加
入
者
が
多
け
れ
ば
少
な
く
て
済
む
。
さ
ら
に
、
「
納
付
率
六
六
・
三
％
」

（
〇
六
年
度
）
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
だ
け
の
も
の
で
、
公
的
年
金
全
加
入

者
七
、
〇
五
九
万
人
の
う
ち
の
三
四
〇
万
人
（
四
・
八
％
）
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

僅
か
な
人
の
た
め
に
現
制
度
を
変
え
る
こ
と
は
適
正
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
完
全
税
方
式
は
、
多
く
の
国
民
が
大
幅
負
担
増
と
な
り
、
低

所
得
者
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
未
納
未
加
入
者
問
題
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
に

く
い
。
社
会
保
障
国
民
会
議
で
公
表
さ
れ
た
試
案
結
果
は
、
多
く
の
国
民
が
負

担
増
と
な
る
一
方
、
基
礎
年
金
の
事
業
主
負
担
・
年
間
三
・
七
兆
円
が
ゼ
ロ
に

な
る
の
で
、
事
業
主
（
企
業
）
の
み
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
（
企
業
か
ら
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
へ
コ
ス
ト
の
移
行
）
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

　

必
要
な
医
療
・
介
護
・
教
育
へ
の
重
点
投
入

必
要
な
医
療
・
介
護
・
教
育
へ
の
重
点
投
入

　

私
は
、
現
行
の
年
金
制
度
は
、
お
お
む
ね
適
正
と
考
え
て
い
る
。
「
高
齢
の

現
受
給
者
は
年
金
を
貰
い
過
ぎ
て
い
る
」
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
現
受
給
者
の

世
代
は
現
役
の
頃
は
親
の
世
代
を
個
人
的
に
支
え
て
き
て
お
り
今
日
子
ど
も
か

ら
個
人
的
に
支
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
今
は
、
個
人
の
世
話
・
仕
送
り
が
年
金

と
い
う
社
会
的
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。
た
だ
、
未
納
・
未
加
入
者
対
策
を

放
置
し
て
よ
い
訳
は
な
い
。
保
険
料
減
免
の
職
権
適
用
や
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
の
保
険
料
の
半
分
を
事
業
主
が
負
担
す
る
厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
道
を
広

げ
る
と
か
、
生
活
保
護
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
な
ど
、
国
民
が
老
後
の
生

活
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
対
策
を
強
め
る
必
要
は
あ
る
。

　

安
定
的
な
社
会
の
発
展
に
必
要
な
社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
は
、
そ
の
「
代

金
」
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
消
費
税
を
引
上
げ
て

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
充
て
る
と
し
た
ら
、
基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
に

投
じ
る
の
は
賢
明
で
は
な
い
。
貴
重
な
消
費
税
は
、
疲
弊
が
著
し
い
医
療
や
介

護
、
際
立
っ
て
財
源
の
手
薄
な
教
育
や
保
育
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
充
て
ら
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
高
齢
者
医
療
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
や
、
救
急

や
産
科
・
小
児
科
の
立
て
直
し
、
介
護
保
育
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
な
ど
新
財

源
の
具
体
的
な
重
点
投
入
を
必
要
と
す
る
分
野
は
多
い
。
こ
れ
ら
に
投
入
す
る

新
財
源
確
保
こ
そ
早
急
に
協
議
す
べ
き
だ
。　
　
　
　
　

㺢
文
責
は
編
集
部
㺣

権
けん

丈
じょう

善
よし

 一
かず

 氏
プロフィール

慶應義塾大学商学部教授。

1962年　福岡県生まれ

慶應義塾大学商学研究科博

士課程修了。

06年～

　社会保障審議会委員

08年１～11月

　社会保障国民会議に参加

08年９月～

　高齢者医療制度に関する

検討会

「医療政策は選挙で変え

る ― 再分配政策の政治

経済学Ⅳ」（2007年慶應

義塾大学出版会）など著

書多数。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [419.528 595.276]
>> setpagedevice


